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１１１１．．．．中味中味中味中味のののの食品食品食品食品をををを食食食食べべべべ終終終終わってからはわってからはわってからはわってからは貴方貴方貴方貴方しだいしだいしだいしだい。。。。

食べ終わったら、後の袋はゴミ？。 活かすも殺すも貴方しだいです。

エネルギー

回収

２２２２．．．．包装材包装材包装材包装材はどのようなはどのようなはどのようなはどのような素材素材素材素材のののの構成構成構成構成でででで出来出来出来出来ているかているかているかているか

　食品包装材にはいろいろな素材の組合せ（ラミネート製品）が使われています。
　どのような組み合わせになっているのかを、実際に市販されている食品包装材のリサイク
　ルの識別マークと一緒に材質が表示されているものを調べてみます。

※識別マークと材質表示

→主な食品の「名称」と材質表示を抜き出した。

＊＊＊ラミネート製品はリサイクルし難いから単一素材にしたら？＊＊＊
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ラミネートラミネートラミネートラミネート製品製品製品製品とはとはとはとは　　　　パートパートパートパートⅡⅡⅡⅡ

マテリアルリサイクルマテリアルリサイクルマテリアルリサイクルマテリアルリサイクル

ケミカルリサイクルケミカルリサイクルケミカルリサイクルケミカルリサイクル

サーマルリサイクルサーマルリサイクルサーマルリサイクルサーマルリサイクル

単純焼却

埋め立て

捨て方は
袋に表示してある
マークを見て自治
体の定める区分
に従ってゴミに出
してください

「その他プラ」である
ことを示す
識別マーク

材質表示

・米飯類（かゆ）
　　ＰＰ、Ｍ

・そうざい
　　外装：ＰＥ，ＰＰ
　　内装：ＰＥ，ＰＡ
　　トレー：ＰＥＴ

・そうざい
　　ＰＰ，ＰＡ，ＰＥＴ

・米菓
　　袋：ＰＰ ・豆菓子

　　袋：ＰＰ、ＰＥＴ

・ポテトチップス
　　ＰＰ、ＰＥ



材質表示の意味
ＰＥ ポリエチレン
ＰＰ ポリプロピレン
ＰＥＴ ポリエチレンテレフタレート（ポリエステル、ペット）
ＰＡ ポリアミド（ナイロン）
ＥＶＯＨ エチレンビニルアルコール
Ｍ メタル（アルミ箔である場合が多い）

３３３３．．．．複合素材複合素材複合素材複合素材ははははリサイクルリサイクルリサイクルリサイクルがしがしがしがし難難難難いいいい、、、、単一素材単一素材単一素材単一素材でででで包装材包装材包装材包装材をををを作作作作ればればればればリサイクルリサイクルリサイクルリサイクルがしがしがしがし易易易易いいいい
そのとおりですそのとおりですそのとおりですそのとおりです。。。。がががが、、、、しかししかししかししかし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

食品は空気中の湿気、水分が包装材料を通して内部に透過しますと、乾燥食品は、
湿気てパリパリ感が無くなったり、味が変質してしまうことがあります。

また、包装材料が輸送中に破れたり、シールが剥がれたり、小さな疵が付いたりし
ますと、そこから酸素や水分が包装内部に浸入し、内部の食品と触れて、酸化現象
を起こして、賞味期間が保証する事が出来なくなってしまいます。

例えば、６ヶ月間の賞味期限を保持させるために、包装材料にポリエチレン（ＰＥ）
を単体で使うとすると、酸素ガスの透過を防ぐためには、何と、１．３５ｃｍ
（１３，５００ミクロン）の厚さが必要になります。
このような厚さとなりますと、袋にすることも出来ません。

スナック菓子などに使用されています、ＰＰフイルムにアルミ蒸着を施したフイル
ムとＰＥを張り合わせた複合フイルムは、空気中の水分や酸素ガスを遮断する機能
が付与されて、０．０５mm（５０ミクロン）の厚さで賞味期限６ヶ月間の品質保証
が可能となります。 　　

フィルムの価格は単体のＰＥフィルムの場合、ＰＰとＰＥの複合フィルムのおおよ
そ２３倍程度にもなります。

厚みも、重さもおおよそ２７０倍程度となり、生産性、コスト、流通面等の経済性、
利便性、実用性等から包装材料としてはもちろん商品としても価値が著しく低いも
のになります。

このように、各種の包装材料はバリア性やヒートシール適性等の機能と経済性や利
便性を考えて設計されています。

今日の量販店の著しい発展は、食品包装における複合包装材料の効果的使用が、賞
味期限を如何に保証し、安全で衛生的な形で且つ廉価な商品としてお客様に提供す
ることが出来たからといって過言ではありません。

　　

・サラダ用調味料
　　キャップ：ＰＥ
　　ボトル：ＰＥ，ＥＶＯＨ
　　外装：ＰＰ
　　シールはアルミです

・かつおぶし削りぶし
　　外装：ＰＰ
　　小袋：ＰＥ，ＰＰ
　　仕切り：ＰＳ

・しょうゆ漬（刻み）
　　袋：ＰＥ、ＰＥＴ



４４４４．．．．たかがたかがたかがたかが包装包装包装包装、、、、されどされどされどされど包装包装包装包装

食べ終わったら、後はゴミ？　この縁の下の力持ちの包装材の開発過程を簡単に
ご紹介しましょう。

中味の商品にふさわしい「包装形態」
（サイズ、意匠、個包装、内装、外装、形状など）

中味の商品の性状、品質、賞味期限、環境条件、包装工程、輸送、廃棄
処理にいたるまでの必要特性を把握する。
もちろん安全・衛生面からの必要特性などを把握します。

ベースや中間層、シーラントに使われるフィルムを選択します。
フィルム構成とフィルムの厚みが決まります。

印刷方法、インキ材料などが選択されます。
加工方法、製袋加工方法などが選択されます。

包装コスト、包材製造・中味充填製造工程などの生産性他多面的な経済
性が検討されます。

包材物性、工程適正、中味の品質への影響など評価されます。

（意思決定過程相互のフィードバックラインは省略してある）

５５５５．．．．さいごにさいごにさいごにさいごに

単一のフィルムだけではその素材の持つ性質に限界があります。
そこで、積層することによってそれぞれの特性を組み合わせることでお互いに
強い特性を作り出しているのです。

「三本の矢」ですね。

もちろん、私たち容器包装製造事業者も積極的に３Ｒへの取組を行っております。

「家にあらば　笥（け）に盛る飯（いい）を　
くさまくら　旅にしあれば椎の葉に盛る」（有間皇子）

（注）上記データは日本ポリエチレンラミネート製品工業会環境・技術

　　　対策委員会浅田精利委員長作成資料「軟包装材料に於ける３Ｒの

　　　提言」取組（Ｈ１９．０１．１２改正版）に基づく。

包装形態の決定

必要特性の把握

フィルムの選択

最適方法の選択

経済性の評価

品質評価

商品化


